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は じ め に 

 

県立長崎図書館郷土資料センターは、特に明治以降、長

崎県内で作成された郷土資料に特化して、資料収集・保管

および提供する施設として活動しています。しかし、郷土

資料収集については、当然、当センターの収集活動で完結

するものではなく、県内の他機関と連携を図り、資料の所

在を周知し、かつその活用促進することも必要な役割だと

考えます。 

長崎の近現代史を知るうえで、原爆被災に関する資料は

欠くことのできない重要な構成要素であり、今回は長崎総

合科学大学長崎平和文化研究所に収蔵される渡辺千恵子氏

関係資料を同研究所の協力のもとで紹介します。 

車いすの被爆者として被爆の実相を伝える活動を担った

渡辺千恵子氏に関する資料は、1993 年に亡くなったあと、

生前交流のあった日比野正己氏が譲り受け、その後、日比

野氏がかつて勤務されていた長崎総合科学大学へ寄贈され

たものです。今年は、渡辺千恵子氏の没後 30 年という節

目の年に当たります。 

 

令和５年 7 月 4 日 

長崎県立長崎図書館 

郷土資料センター 

 



 
 

渡辺千恵子略年譜 

時期 年代 齢 事項 

第
一
の
人
生 

昭和 3(1928)年   9 月 5 日 長崎市銅座町で履物問屋の家に生まれる（８人兄弟） 

昭和 16(1941)年 13 私立鶴鳴女学校へ進学 

昭和 17(1942)年 14 〔この頃から学徒動員が始まる〕 

第
ニ
の
人
生 

昭和 20(1945)年 17 

8 月 9 日 学徒動員先の三菱電機製作所（当時平戸小屋町）で被爆、鉄骨

の下敷きとなり脊椎を骨折 

8 月 15 日 〔日本の無条件降伏＝終戦〕 

戦後 10 年間   
下半身不随、自宅の布団に臥せる生活、ときに自暴自棄となり、自殺さえ

考えた暗い 10 年間を過ごす 

昭和 29(1954)年 26 8 月 4 日付毎日新聞で「寝たままの原爆乙女」の見出しで紹介記事 

第
三
の
人
生 

昭和 30(1955)年 27 

6 月 5 日 第一回長崎県母親大会に参加した居原喜久江、鶴見和子らの訪

問を受け、原爆被害を語ろうと激励 

その後、4人の若い被爆女性とともに、長崎で被爆者団体「原爆乙女の

会」を結成 

7 月 20 日 機関紙「原爆だより」創刊 

8 月 第一回原水爆禁止世界大会（広島）に乙女の会から山口美佐子・辻

幸江の 2人が参加 

昭和 31(1956)年 28 

5 月 3 日 「長崎原爆青年会」と合流し「長崎原爆青年乙女の会」結成、

機関紙「ながさき」に改題 

8 月 9 日 第二回原水爆禁止世界大会（長崎）で母に抱き抱えられて壇上

から発言 

昭和 33(1958)年 30 8 月 第四回世界大会（東京）に参加 以後たびたび参加 

昭和 34(1959)年 31 原爆症に認定される 

昭和 48(1973)年 45 最初の著書『長崎に生きる』刊行 

昭和 51(1976)年 48 両足アキレス腱切断、脊椎を削り平らにする手術を行う 

第
四
の
人
生 

昭和 52(1977)年 49 8 月 9 日平和祈念式典で「平和への誓い」を読む 

昭和 53(1978)年 50 
長与町に車いすで生活できる家が完成して移る、 

車いすで初めて海外へ、スイス・ジュネーブの NGO 軍縮国際会議に参加 

昭和 55(1980)々 52 7 月 『長崎を忘れない』刊行、8月文通相手の鈴木千鶴さんと対面 

昭和 57(1982)年 54 

北海道「反核・平和の旅」へ 

このほか千恵子は全国各地へ「平和の旅」を重ねる 

ニューヨーク「第 2回国連軍縮特別総会」参加、各地で講演 

昭和 62(1987)年 59 『長崎よ、誓いの火よ』刊行 

昭和 64(1989)年 61 日本のうたごえ祭典で合唱組曲「平和の旅」上演（千恵子も参加） 

平成 4(1992)年 64 心不全で入院 

平成 5(1993)年 65 3 月 13 日 入院先で死去 
    

 『長崎に生きる─”原爆乙女”渡辺千恵子の歩み』新装版 2015 年より作成 



 
 

展示資料一覧 

展示資料は、可能な限りオリジナルな資料を展示していますが、諸事情から一部、複写を使用したり資料

保全のため一部展示物を入れ換えたりすることがありますので、ご了解ください。 

 

番号 資料 作成年等 

1 〔写真パネル〕（森下一徹氏撮影） 1980 年 
   

 

第 1 部 被爆前（「第一の人生」）から被爆後 10 年間（「第二の人生」）まで 
 

番号 資料名 作成年等 

2 〔写真〕同級生・学徒動員  

3 〔地図〕被爆地点：三菱電機   

4 〔複写〕8 月 9 日被爆時の証言  

5 〔図書〕原爆青年乙女の会編集『もういやだ』1 集(郷土資料センター所蔵) 1956 年 8 月 1 日 

6 〔写真〕家のなかで家族と 1953 年 9 月 

7 〔新聞記事（毎日新聞）〕寝たままの原爆乙女 1954 年 8 月 4 日 

 

第 2 部 ”原爆乙女”へ 「第三の人生」 
 

番号 資料名 作成年等 

8 〔写真〕鶴見和子氏ら訪問 1955 年 6 月 5 日 

9 〔図書『エンピツを握る主婦』〕鶴見より渡辺千恵子氏宛署名・日付入り   

10 〔図書『母の歴史』〕鶴見より母スガ宛署名・日付入り   

11 〔写真〕鶴見和子氏らと、日本平和学会 ⾧崎総合科学大学にて 1980 年 4 月 

12 〔写真〕原爆乙女の会の友人らと （第 1 回原水禁世界大会関係） 1955 年 

13 〔「原爆だより」第 1 号 〕 1955 年 7 月 20 日 

14 （1 号２面の複写）鶴見・渡辺往復書簡   

15 〔書簡〕鶴見和子書簡 1955 年 6 月 29 日 

16 〔「原爆だより」第３号 ３面〕被爆者の会結成よびかけ 1955 年 9 月 20 日 

17 〔「ながさき」８号〕原爆だより改題と表記 1956 年 6 月 23 日 

18 〔「ながさき」９号〕冊子体での発行 1956 年 9 月 13 日 

19 「原爆だより」「ながさき」記事一覧表   

20 〔「ながさき」15 号〕 1960 年 8 月 6 日 

21 〔写真〕第２回原水爆禁止世界大会壇上での訴え 1956 年 8 月 9 日 

22 〔手書き原稿〕第２回原水爆禁止世界大会の訴えの原稿 1956 年 8 月 9 日 

23 〔バッジ〕第 2 回原水爆禁止世界大会代表 1956 年 

24 〔写真〕第 2 回原水爆禁止世界大会会場の東高正門など 1956 年 

25 〔写真〕第 4 回原水爆禁止世界大会で（東京で、木下澄子氏と） 1958 年 8 月 

26 〔バッジ〕第 4 回原水爆禁止世界大会 1958 年 

27 〔写真〕第 10 回原水爆禁止世界大会（京都） 1964 年 8 月 

28 〔バッジ〕第 10 回原水爆禁止世界大会代表 1964 年 

29 〔写真〕第 12 回原水爆禁止世界大会（⾧崎にて） 1966 年 8 月 



 
 

30 〔バッジ〕第 12 回原水爆禁止世界大会代表 1966 年 

31 〔写真〕編み物作業   

32 〔師範認証〕（額縁入り）渡辺千恵子あて全日本編物技芸協会 1957 年 6 月 15 日 

33 〔写真〕海水浴場にて   

 

第 3 部 第四の人生へ 車いすでの自立生活と「平和の旅」へ 
 

番号 資 料 作成年等 

34 〔写真〕音無町の自宅室内  森下一徹『被爆者』より   

35 〔室内図面〕日比野正己「被爆者の住宅づくり・まちづくり」より 1977 年 

36 〔写真〕⾧与町新居（「千恵子の家」）室内 1978 年 

37 〔図面〕⾧与町自宅図面  

38 〔写真〕⾧与町自宅敷地内  

39 〔図書〕日比野正己『シリーズ 福祉に生きる 7 渡辺千恵子』 1998 年 

40 〔新聞記事切り抜き〕毎日新聞“重度被爆者住宅”が完成 1978 年 2 月 3 日 

41 〔エッセイ〕『季刊 科学と思想』1981 年 1 月号より 1981 年 1 月 

42 〔リーフレット〕式平和祈念式典次第、 （活版、4 頁） 1977 年 8 月 9 日  

43 〔写真〕平和祈念式典での訴え 1977 年 8 月 9 日  

44 〔手書き複写〕「平和への誓い」  

45 〔ノート〕『大会原稿の写し』  

46 〔谷口稜曄氏の渡辺評〕『谷口稜曄聞き書き 原爆を背負って』より 2014 年 

47 〔写真〕1978 年 NGO 軍縮会議 （総会会議場風景など） 1978 年 3 月 2 日 

48 〔新聞記事切り抜き〕読売新聞 1978 年 3 月 4 日 

49 〔写真〕1982 年 SSDⅡに伴うアメリカ遊説活動  1982 年 6 月 

50 〔新聞記事切り抜き〕西日本新聞 1982 年 6 月 6 日 

51 〔写真〕サウスカロライナ州サバンナリバー反核集会  1982 年 6 月 6 日 

52 〔手書き原稿〕反核集会での演説原稿、（手書き原稿用紙、6 枚） 1982 年 6 月 6 日 

53 〔図書〕『⾧崎に生きる』  

54 〔書類〕『⾧崎に生きる』出版契約書、増刷関連書類  

55 〔写真〕平和公園で鈴木千鶴さんと 1980 年 8 月 6 日 

56 〔書簡〕鈴木千鶴さん中学生時の手紙 1978 年 10 月 14 日 

57 〔図書〕『⾧崎を忘れない』（渡辺 千恵子／作, 東本 つね／絵 ） 1980 年 7 月 

58 〔増刷発行のご連絡〕 1988 年 7 月 

59 〔新聞記事切り抜き〕⾧崎新聞 1978 年 7 月 

60 〔帽子〕2 点  

61 〔図書〕『⾧崎よ、誓いの火よ（わたしの青春アルバム）』 1987 年 

62 〔図書〕『⾧崎に燃えよ、オリンポスの火』（橋本進氏との共著） 1983 年 

63 〔写真〕⾧崎市立緑が丘中学校での平和式典風景 1978 年 8 月 10 日 

64 〔写真〕母校の鶴鳴学園にて講演 1987 年 10 月 15 日 

65 〔写真〕北海道オホーツク民衆史講座 100 回記念集会 1982 年 4 月 29 日  

66 〔写真〕猪俣志保さんと控室にて 1982 年 4 月 29 日 

67 〔木彫彫刻〕、（表）写真 1982 年 4 月 29 日 



 
 

68 〔写真〕1983 年 END 第 2 回大会など （ギリシャなど）   

69 〔写真〕ギリシャにて 10 万人デモに参加   

70 〔写真〕オリンピアの火の贈呈受取式 （平和公園にて） 1983 年 8 月 7 日 

71 〔誓いの火灯火台建設ニュース 18 号〕 （謄写版、表裏 1 枚） 1987 年 7 月 

72 〔写真〕⾧崎を最後の被爆地とする誓いの火  

73 〔冊子〕『平和の旅へ』楽譜と台本  1988 年 

74 〔写真〕第 6 回⾧崎平和コンサートコンサート会場 1988 年 8 月 6 日、 

75 〔ＣＤ・ＤＶＤ〕 『平和の旅へ』（ＣＤ2002 年 DVD2022 年）   

76 〔案内状〕原爆青年乙女の会 25 周年の集い  1980 年 7 月 

77 〔写真〕原爆青年乙女の会 25 周年の集い 1980 年 8 月 9 日 

78 〔湯飲み（陶器）〕25 周年記念品   

79 〔ペーパーウェイト（金属製）〕30 周年記念   

80 〔写真〕告別式 1993 年 3 月 20 日 

 

 関連映像〔DVD 等〕  

番号 資料 作成年等 

1 DVD『合唱と語りによる構成 平和の旅へ』 2022 年 

2 〔講演録画〕⾧崎総合科学大学での授業（クラスアワー）記録 1989 年 6 月 6 日 

3 〔原爆と車いす〕NBC 特別番組 1993 年 4 月 

4 〔証言『被爆を語る』〕平和推進協会 1990 年 7 月 1 日 

 

（追記） 

本展示については、長崎総合科学大学長崎平和文化研究所、および科研費 23H00893（研究代

表者：木永勝也）助成の協力によるものです。 

展示物の説明・キャプション、一覧の資料名や作成年等の記述の文責は、担当者(客員研究員の木

永勝也)にあります。訂正などがありましたら、kinaga_katsuya@campus.nias.ac.jp 

（kinaga と katsuya の間は、アンダーバー）までお知らせください。 

 

 

 

 










